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大和町第五次総合計画 概要版 

 
■総合計画とは 

 本計画は、町の全ての計画の基本となるもので、みなさんと行政が共に歩むまちづくりの方向
性を⽰す、⻑期的な町政運営の指針となる最上位の計画です。 

■計画の構成及び期間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■まちの将来像 

本町は、七ツ森をはじめとする先人から受け継いできた豊かな自然や、いにしえから続く歴史
や文化を育みながら、多くの人々が集い、自然に恵まれた暮らしが営まれてきました。 

  近年では、自動⾞関連産業や⾼度電⼦機械産業など数多くの企業が⽴地し、町⺠の雇⽤の機会
が創出されるとともに、宮城県におけるものづくり産業の集積の拠点として富県宮城の一翼を担
うなど、産業振興が進み、人口も増加して町が発展してきました。 

今後も本町が持続的に発展していくためには、近年の町の発展を支えてきた産業集積を引き続
き進めるとともに、農林漁業や商業などを振興し、町⺠のみなさんの福祉の向上や教育の充実な
どを図ることで、「大和町に行ってみたい、住んでみたい、住み続けたい、大和町に企業の拠点を
構えてみたい」と思われるような人や企業に選ばれる町として、これまで積み上げてきた住みよ
いまちづくりを未来へ向けていっそう進めていく必要があります。 

町⺠一人ひとりが幸せを実感しながらいきいきと暮らすことができ、元気とにぎわいが町全体
にあふれていくことを目指し、町の将来像を次のように定めます。 

 

将来像：七ツ森の輝く緑 元気なくらしが広がる 大和町 
  〜しあわせめぐるまち たいわ〜 

基本構想 
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■まちづくりの基本方針 

豊かな自然を活かし人と人をつなぐにぎわいのまちづくり【産業・自然・環境】 
本町の豊かな自然資源を活⽤した観光の振興と、自然環境への負荷に配慮した産業振興を図り、持

続可能で調和の取れた町の発展を目指します。 
引き続き企業誘致を推進して⽴地企業と既存企業による経済の好循環を図り、町内においてはたら

く場の確保に努めます。さらに、農林漁業や商業の担い手確保に取り組むとともに、商店街の活性化
の拠点となる施設の整備などにより、集客効果が商店街から町全体に波及することで地域経済の持続
的な成⻑を促進し、人と人とが集いにぎわいのあるまちづくりの実現を目指します。 
 
一人ひとりが健やかに育ち暮らせるまちづくり【子育て・保健福祉・教育】 

町⺠のみなさん一人ひとりが⼼⾝ともに健康で充実した毎⽇を送ることができるよう、⼦育て・医
療・保健福祉等について⾝近で安定したサービスの充実や提供体制の構築などの推進を図ります。 

また、町の未来を担う⼦どもたちが、健やかに育ち学び、大和町に生きる幸せを実感し、生きる力
を⾝に付け、夢や目標を抱き成⻑する環境を整えるとともに、⼦どもからお年寄りまでの幅広い世代
や、障がいを持った方などが様々な分野について学ぶ機会を持てる生涯学習の充実などにより、町⺠
のみなさんが生きがいを持ち、いきいきと暮らせる笑顔あふれるまちづくりに取り組みます。 
 
みんなでつくる安全に住みつづけられるまちづくり【防災・定住・協働】 

町⺠のみなさんが安全・安⼼に暮らすことのできるまちをつくるため、過去の自然災害を教訓と
しながら、防災・減災に対応した環境を整備するとともに、災害による被害を減少・軽減するため
の対策、そして犯罪や交通事故等を未然に防ぐための対策などを講じます。 

また、産学官⺠が連携・協働して便利で快適な居住環境の整備や地域コミュニティの強化などに
取り組み、町⺠のみなさんが安全・安⼼に住みつづけられるまちづくりを推進するとともに、移
住・定住の促進により町や地域のさらなる活性化を図ります。 

 

 将来フレーム  

「七ツ森の輝く緑 元気なくらしが広がる 大和町 〜しあわせめぐるまち たいわ〜」の実現に
向けて、大和町まち・ひと・しごと創生総合戦略の人口ビジョンと整合を図り、本計画最終年次の
目標人口を令和 13 年度（2031 年度）で 30,000 人とします。 
 

令和 13 年度(2031 年度) 
大和町第五次総合計画 

目標人口 
30,000 人 

令和 42 年度(2060 年度) 
大和町まち・ひと・しごと 
創生総合戦略人口ビジョン 

23,556 人 
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1．農林漁業の経営基盤の強化 
・農業用施設等の再整備・維持や担い手の確保 
・森林資源の適正管理や活用による林業の振興 
・内水面漁業の安定的発展 
・各産物の高付加価値化 

1．地域共生社会の実現 
・地域福祉の充実 
・安全・安心に生活できる地域共生社会の実現 
・高齢者や障がい児・者にやさしいまちづくり 

2．魅力ある産業の振興 
・にぎわい創出のため多目的施設等の整備検討 
・商業の担い手や後継者の確保・育成を支援 
・継続した企業誘致や産業集積の促進 

3．戦略的な観光地域づくりの展開 
・農林漁業や商業の観光を通じた収益性向上 
・滞在型の観光への取り組みの推進 
・地域資源を活かした戦略的な観光の展開 

4．安定した雇用環境の促進 
・立地企業における地元雇用の促進 
・キャリア教育や技能支援等の支援 
・雇用の安定と労働環境の整備・充実 

5．豊かな自然と共に暮らすまちづくりの推進 
・環境に配慮した持続可能な環境保全の推進 
・環境負荷の軽減 
・環境意識の向上、環境教育の充実 

6．快適な生活環境の維持・向上 
・良好な生活環境の維持 
・ごみの減量化や不法投棄防止の推進 
・町⺠と一体となった環境美化活動の展開 

2．切れ目のない子育て支援の充実 
・子育てにおける家庭や地域との連携 
・安心して子育てできる保健・医療の充実 
・子どもが健全に育つ取り組みの推進 

3．生きがいづくりと高齢者支援の充実 
・高齢者福祉サービスの充実 
・生きがいづくり活動の充実 
・高齢者福祉施設の充実 

4．誰もが自分らしく生き、共生するまちづくりの推進 
・障がい福祉の充実 
・障がい児・者の社会参加の促進 
・自分らしく生きることができる共生社会の実現 

5．健やかな暮らしづくりの推進 
・生涯にわたる保健事業の充実 
・地域医療体制の充実 
・“こころとからだの健康づくり”の推進 

6．確かな学力と豊かな心の育成 
・確かな学力と豊かな心、健やかな体の育成 
・学習環境と教育支援体制の充実 
・学校や家庭、地域社会との連携による学校教育の充実 

7．一人ひとりの人生を豊かにする生涯を通じた学習 
・生涯にわたって楽しく学べる環境の整備・充実 
・貴重な歴史や文化の保存・活用の推進 
・スポーツの推進 

1．特性を活かした地域づくりの推進 
・特性を活かした暮らしやすい地域づくりの推進 
・良好な住環境の整備 
・移住・定住の支援 

2．快適で便利に暮らせる住環境の整備 
・道路網や公共交通の整備・充実 
・上下水道や公園・緑地の整備・充実 
・情報・通信網の整備・充実 

3．災害に強く安全なまちづくりの推進 
・町⺠との協働による防災・減災対策の強化 
・防災意識の普及 
・治水・治山対策の促進 

4．安心な日常生活を守る環境の整備 
・情報交換・提供等による防犯・交通安全の意識向上 
・防犯体制の強化 
・交通安全対策の推進 

5．町⺠参画とパートナーシップによるまちづくりの推進 
・町⺠等によるまちづくりの積極的な推進 
・広報広聴活動の充実 

6．健全な財政に支えられた信頼される行政運営 
・⾏政組織体制の充実と町⺠サービスの向上 
・効率的かつ効果的で健全な⾏財政の運営 
・広域⾏政の推進、積極的な⺠間活力の導⼊ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


